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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

広報はくば
新型コロナウイルスワクチン接種について………… 2
令和３年度予算が議決されました…………………… 4
白馬村第５次総合計画後期計画を策定しました……… 12

はくば
広報

３月２５日（木曜日）に福島県をスタートした東京２０２０オリンピック聖火リレーが、
４月１日（木曜日）に白馬村の松川河川公園から白馬ジャンプ競技場の間で開催されま
した。好天にも恵まれ、村内で宿泊業を営む丸山俊郎さんが第一走者として白馬大橋
をスタートし、計13人のランナーが約2.3kmのルートを走り、最終走者の上村愛子
さんが白馬ジャンプ競技場に聖火を届けました。新型コロナウイルス感染症対策を行
いながら、たくさんの人が沿道でイベントを盛り上げました。

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。

42021
Vol.535

水道メーターについて……………………………… 16
国民健康保険についてのお知らせ………………… 20
信州消防団員応援ショップ登録店舗募集中……… 25



2

　

白
馬
村
で
は
国
や
県
と
連
携

し
、接
種
を
希
望
す
る
村
民
の
方

へ
接
種
が
開
始
で
き
る
よ
う
体
制

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。新
し
い

情
報
や
詳
細
な
内
容
が
決
ま
り
次

第
、様
々
な
媒
体
を
通
し
て
情
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

対
象
者

　
16
歳
以
上
の
方（
原
則
、住
民
票

の
あ
る
市
町
村
で
接
種
し
ま
す
）

接
種
順
位
・
接
種
時
期

　
す
で
に
医
療
従
事
者
等
へ
の
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、ワ
ク
チ

ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
、接
種
時

期
が
当
初
予
定
よ
り
も
遅
れ
て
い

ま
す
。
白
馬
村
で
は
、高
齢
者
へ

の
接
種
の
開
始
は
、5
月
頃
に
な

る
見
込
み
で
す
。ま
た
、高
齢
者

の
方
へ
の
個
別
通
知
は
4
月
中
旬

に
発
送
予
定
で
す
。

接
種
ま
で
の
流
れ

①�

接
種
順
位
ご
と
に
、村
か
ら
個

別
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

②�

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
等
で

予
約
を
し
ま
す
。

※�

接
種
に
は
必
ず
予
約
が
必
要
で

す
。お
手
元
に
通
知
が
届
い
た

方
か
ら
予
約
が
で
き
ま
す
。

接
種
場
所

　
白
馬
村
多
目
的
研
修
集
会
施
設

ま
た
は
村
内
医
療
機
関

※�

供
給
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
を
効
率

良
く
接
種
す
る
た
め
、接
種
場

所
や
時
間
の
指
定
は
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

�

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

そ
の
他

・
接
種
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

・�

安
全
に
接
種
を
受
け
る
た
め
、治

療（
投
薬
）を
受
け
て
い
る
方
は
、

必
ず
接
種
を
受
け
る
前
に「
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
て
も
よ
い
か
」

を
主
治
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�

ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
）は
、

3
週
間
の
間
隔
を
空
け
て
2
回

接
種
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
だ
よ
り　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：0261-85-0713

接種順位
①医療従事者等
②高齢者(65歳以上)
③基礎疾患を有する者
　高齢者施設等の従事者
④上記以外の者

窓口 電話番号 受付時間

総合的な問合せ
(政策など )

厚生労働省
新型コロナワクチン
コールセンター

0120-761-770 午前 9時～午後 9時
( 無休 )

専門的な問合せ
( ワクチン効果、副反応
など )

長野県ワクチン接種
相談センター 026-235-7380 午前 8時 30分～午後 9時( 無休 )

一般的な問合せ
(予約、接種場所など )

白馬村ワクチン接種
コールセンター 0261-75-0567 午前 9時～午後 5時

( 平日のみ )

相談窓口
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北
ア
ル
プ
ス
在
宅
医
療
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
、救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、緊
急
時
に
救

急
隊
や
医
療
機
関
が
そ
の
情
報
を
活
用
し
、適

切
で
迅
速
な
救
急
活
動
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

【
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
っ
て
？
】

　
「
か
か
り
つ
け
医
」「
持
病
」「
緊
急
連
絡
先
」な

ど
を
記
入
し
た
救
急
医
療
情
報
シ
ー
ト
を
専
用

の
容
器
に
入
れ
、自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て

お
く
こ
と
で
、万
一
に
備
え
る
も
の
で
す
。

【
ど
の
よ
う
な
場
面
で
役
立
つ
の
？
】

　

救
急
車
を
要
請
し
た
場
合
、駆
け
つ
け
た
救

急
隊
員
が
キ
ッ
ト
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
で

医
療
機
関
と
の
連
携
や
ご
家
族
へ
の
連
絡
な
ど

を
円
滑
に
行
う
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

【
い
く
ら
か
か
る
の
？
】

　
配
布
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

【
誰
が
対
象
に
な
る
の
？
】

　
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？
】

　

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
役
場
１

階
⑧
窓
口
）で
受
け
取
る
事
が
出
来
ま
す
。た
だ

し
、申
請
書
類
を
提
出
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、下
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

も
し
も
の
と
き
に
役
立
ち
ま
す
！『
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
』

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667



令
和
3
年
度
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た

【
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
】

 

令
和
３
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
成
立
し
ま

し
た
の
で
、概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。令
和
３
年
度
は
未
曾
有
の
事
態
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
継
続
し

て
、そ
の
感
染
症
が
村
民
生
活
や
地
域
経
済
に

与
え
る
影
響
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と
を

意
識
し
、一
般
財
源
の「
枠
配
分
方
式
」と
い
う

手
法
を
用
い
て
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
各
種
施

策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
厳
し
い
取
捨
選
択

を
行
い
、健
全
財
政
を
堅
持
す
る
た
め
の
予
算

と
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
対
策
事
業・ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
、二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
に
向
け
た
行
動
計

画
策
定
事
業・犬
川
小
水
力
発
電
施
設
建
設
事

業
な
ど
、総
額
56
億
3
，6
0
0
万
円（
昨
年

度
比
3
億
9
0
0
万
円
の
減
）の
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
よ
り
良
い

行
政
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
様
の

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

白
馬
村
長
　
下
川 

正
剛

【歳入】56億3,600万円（単位：百万円）【歳出】56億3,600万円（単位：百万円）

村税 1,218村税 1,218

地方交付税 1,717地方交付税 1,717

国庫支出金 465国庫支出金 465県支出金 322県支出金 322

繰入金 514繰入金 514

村債 410村債 410

その他 990その他 990
総務費 938総務費 938

民生費1,191民生費1,191

衛生費 441衛生費 441

農林業費 269農林業費 269観光商工費 418観光商工費 418

土木費 826土木費 826

消防費 192消防費 192

教育費 445教育費 445

公債費 715公債費 715
その他 126その他 126 議会費 75議会費 75

4

歳入の主な項目　100万円未満切り捨て
歳入項目 予算額 対前年比 主な内容と増減額

村 税 12億1,800万円 △ 16.4% ・村民税：2,500 万円減　　・固定資産税：2 億 300 万円減

地 方 消 費
税 交 付 金 1億9,000万円 △ 2.6% 引上げ分の交付金（社会保障財源化分）7,100 万円は保健予防事業

などの社会保障施策に全額充当しています。

地方交付税 17億1,700万円 △ 7.9%
地方財政計画や昨年度の交付実績、特殊事情などから算出していま
す。 
・普通交付税：1 億 4,200 万円減　・特別交付税：500 万円減

国庫支出金 4億6,500万円 2.0%
増額の主なものは新型コロナワクチン接種事業補助金（4,500 万円
増）などです。 
・児童手当負担金 8,700 万円 
・地方創生推進交付金：8,100 万円　など

県 支 出 金 3億2,200万円 8.0%
増額の主なものは子どものための教育・保育給付県費交付金（1,100
万円増）などです。 
・保険基盤安定負担金：5,700 万円 
・ジャンプ台管理委託金：4,500 万円　など

繰 入 金 5億1,400万円 10.3%
財政調整基金、減債基金のほかふるさと白馬村を応援する基金（ふ
るさと納税）などを繰り入れています。 
・財政調整基金：1 億 2,800 万円　　・減債基金：7,000 万円 
・ふるさと白馬村を応援する基金：2 億 9,800 万円　など

村 債 4億1,000万円 △ 28.6% ・道路改良に係る村債：1 億 1,200 万円　 
・臨時財政対策債：2 億 5,000 万円　など
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5

歳出の主な項目（目的別）　100万円未満切り捨て
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容

議 会 費 7,500万円 △ 0.2% 議員報酬や議会運営などの経費です。

総 務 費 9億3,800万円 △ 8.4%
全般的な管理事務、企画、環境、徴税、戸籍、選挙、五輪施設維持管理などに
係る経費です。 
・白馬高校支援事業：1 億 200 万円
・白馬ジャンプ競技場維持管理事業：9,100 万円　など

民 生 費 11億9,100万円 6.5%
老人福祉、児童福祉、障害者福祉、保育所、介護保険、福祉医療などに係る経
費です。
・心身障害者福祉事業：1 億 3,700 万円 
・児童手当等給付事業：1 億 9,500 万円　など

衛 生 費 4億4,100万円 △ 1.3%
衛生、検診等保健予防、ごみ処理、し尿処理などに係る経費です。 
・保健予防事業：8,000 万円 
・塵芥処理事業：1 億 6,700 万円　など

農 林 業 費 2億6,900万円 16.3% 農業振興、農業委員会、土地改良、林業振興、地籍調査などに係る経費です。 
・ほ場整備事業：6,300 万円　など

観光商工費 4億1,800万円 △ 3.7%
観光振興、商工振興に係る経費です。 
・21 観光戦略事業：7,300 万円
・地方創生推進交付金事業：1 億 6,200 万円　など

土 木 費 8億2,600万円 △16.0%
道路関係（新設改良・維持補修）、除雪経費、下水道事業への繰出金などです。 
・除雪事業：2 億 2,200 万円 
・下水道事業会計操出金：3 億 3,900 万円　など

消 防 費 1億9,200万円 △47.1% 消防団、常備消防、防災事業に係る経費です。 
・非常備消防事業：2,700 万円　など

教 育 費 4億4,500万円 △12.3%
小・中学校、社会教育、社会体育、教育委員会に係る経費です。
・ウイング２１維持管理事業：2,500 万円 
・学校給食センター事業：1 億 100 万円　など

公 債 費 7億1,500万円 11.7% 過去に借入した資金（起債）の償還金（元金 + 利子）です。

歳出の主な項目（性質別）　100万円未満切り捨て
歳出性質別項目 予算額 対前年比 主な内容

人 件 費 11億1,700万円 1.0% 会計年度任用職員制度導入などにより増加しています。

物 件 費 9億5,200万円 6.9%
消耗品費、光熱水費、委託料、備品購入費など消費的支出です。 
・ふるさと納税返礼業務委託料：6,800 万円 
・ジャンプ競技場施設管理委託料等：6,700 万円　など

維持補修費 2億7,900万円 △ 2.9%
公共施設の補修、除雪費などの経費です。 
・村道維持補修工事費：2,100 万円 
・除雪委託料：1 億 8,900 万円　など

扶 助 費 3億4,500万円 △ 3.3% 児童、老人、障害者の方々への扶助的経費です。 
・児童手当：1 億 2,700 万円　など

補 助 費 等 13億8,900万円 △ 2.9%
各種補助金、負担金です。 
・白馬山麓事務組合負担金：1 億 7,700 万円 
・地方創生推進交付金：1 億 5,200 万円　など

普通建設事業費 3億1,200万円 △ 56.4%
道路、農地、学校、観光施設などの公共用施設の新増設などの建設事業に係る
投資的経費です。 
・村道、橋梁改修：1 億 3,200 万円 
・ほ場整備：6,300 万円　など



　令和３年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化した
いところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和3年度の主な事業

令和3年度特別会計・企業会計の概要令和3年度特別会計・企業会計の概要
◆国民健康保険事業　１０億５，３８０万円
　国民健康保険事業は昨年度より４，７２０万円の減額です。
　新型コロナウイルス感染症の影響から国保税の減少を想定し、減少
分を財政調整基金からの繰入れています。
　支出の主なものは、保険事業では引き続き、特定健診と特定保健指
導、循環器病の早期発見と重症化予防を目的とした心電図検査を受診
者全員に無料で実施します。
　また、人間ドック・脳ドックを受診された方への補助制度、高血圧や糖
尿病等で定期的に医療機関を受診されている方が利用できる検査結
果提出代行制度も継続します。健康診断を毎年受けて、からだからのＳ
ＯＳを早めに発見しましょう。
　併せて、普段から健康づくりに努めるとともに、ジェネリック医薬品の
使用や重複多受診を避けるなど、医療費の抑制に努めていただくよう
お願いします。

◆下水道事業
　下水道事業は、経営活動に関する予算として「収益的支
出」に５億１，２３３万円、施設更新等に関する予算として「資
本的支出」に４億５，６９２万円を計上しました。
 収益的支出では、浄化センターの運転維持管理委託料、脱
水汚泥処理委託料、使用料徴収に係る費用の支出を予定し
ています。
　資本的支出では、県道改良工事、白馬駅前無電柱化事業
に伴う下水道設備の移転費用等として２，８０５万円のほか、
長期債償還元金等の支出を予定します。

◆農業集落排水事業　４５４万円
　農業集落排水は野平地区の処理場と下水道管の維持管
理が主なものです。
　予算の約３９％、１７９万円が起債償還の費用です。

◆水道事業
　水道事業は、経営活動に関する予算として「収益的支出」
に２億５，８０４万円、施設更新等に関する予算として「資本
的支出」に１億６，０９０万円を計上しました。
　収益的支出では、二股浄水場の運転維持管理等委託料
のほか、減圧弁修繕工事費用（２か所）、計量法の定めによ
る水道メーターの交換工事費用、料金徴収に要する費用等
の支出を予定しています。
　資本的支出では、県道の改良工事及び白馬駅前無電柱
化事業に伴う水道設備の移転費用、北城南部地区ほ場整
備新設村道への配水管布設工事等として８，３３１万円のほ
か、企業債償還元金等の支出を予定しています。

●気候非常事態宣言の理念の具現化に向けた行動計
画の策定【総務課】　600万円
　二酸化炭素排出ゼロの実現に向け具体的な行動計画を策
定するものです。

●地域高校である白馬高校支援事業の推進【白馬高
校支援係】　1億200万円　　
　地域高校である「白馬高校」をより魅力的な学校になるよう支
援を行います。

●白馬幼稚園の新制度適用支援と家庭的保育事業の
推進【子育て支援課】　5,900万円
　白馬幼稚園が新制度移行幼稚園となるための支援と村内で
新たに開設した未満児を預かる家庭的保育事業の推進です。

●新型コロナウイルス感染症ワクチン接種の実施【健
康福祉課】　4,500万円　
　村民の生命及び健康を守るための新型コロナウイルス感染症ワ
クチン接種事業です。

●ほ場整備による遊休農地回避のための農地集積、
集約化の実施【農政課】　6,300万円
　生産効率を高めるため、ほ場整備事業（北城南部地区の工
事と新田地区の実施計画策定）を実施します。

●ゼロカーボンシティ宣言の理念に基づく小水力発電施
設の建設【農政課】　2,300万円
　犬川に小水力発電施設を建設する事業です。令和５年度ま
での３年間で総事業費は１億円を見込んでいます。

●地方創生推進交付金を活用した企業の取り組み支
援【観光課】　1億6,200万円
　世界水準を意識した観光地づくりのため、地方創生推進交
付金を活用した地域の中核となる企業の取り組み支援事
業、ドローンを活用した山岳観光事業などを行います。

●事業者の新型コロナウイルス感染対策事業【観光
課】　3,200万円
　事業者の新型コロナウイルス感染症による業績悪化等から
円滑な資金繰り対策のため利子や保証料の補給をし、新型
コロナウイルス感染防止対策を支援するため事業者の感染
予防環境整備費の一部を助成するものです。

● 山岳景観に調和した無電柱化の推進【建設課】　
1,700万円
　県事業である白馬駅前国県道の無電柱化工事に係る地元
負担金です。

●長寿命化計画に基づく橋梁の修繕や村道の改良、
維持補修【建設課】　1億3,200万円
　村道の舗装修繕や橋梁の点検・補修、踏切拡幅のための測
量設計などを行います。

◆後期高齢者医療　１億５５０万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より３１６万円の増額です。
　保険料は２年ごとに改定され、令和３年度は保険料率の改定はありません。
　保険事業費には引き続き人間ドック受診に対する補助費用を計上し
ています。また今年度も高齢者健診（７５歳以上対象）では、受診者全
員の心電図検査を無料で実施します。
　一般会計からの支出となりますが、本年度は、「高齢者の保健事業と
介護予防等の一体的事業」を行います。特に健診等未受診者等重症化
リスクの高い方等に対して専門職が保健指導、相談などを行います。
　日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加等健康づく
りを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複多受診を避けるなど、医
療費の抑制に努めていただけますようお願いします。

　令和３年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく「ざっく
り」と説明している「令和３年度版　ざっくりわかる　白馬村の予
算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政ホームページ　
http://www.vill.hakuba.lg.jp/　にて公開しています。白馬村
役場　総務課でも配布していますので、お気軽にお問合せください。
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令
和
2
年
度
下
半
期
の
村
長
交
際
費

支
出
内
訳
を
公
表
し
ま
す
。

白
馬
村
消
防
団
の
役
員
改
選
に
つ
い
て

交
際
費
と
は
、地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
歳
出
予
算
区

分
の
ひ
と
つ
で
、村
政
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

村
長
が
村
を
代
表
し
て
外
部
と
交
際
す
る
た
め
に
要
す
る
経

費
で
す
。
公
表
す
る
内
容
は
、支
出
日
・
摘
要
・
金
額
で
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
個
人
氏
名
の
公
開
は
差
し
控
え
て
い

ま
す
。	

白
馬
村
消
防
団
の
分
団
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
消
防
・
防
災
の
第
一
線
で
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、消
防
団
の
活
動
に
は
地
域
、職
場
、ご
家
族
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
引
き
続
き
、並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
3
年
白
馬
村
消
防
団
出
初
式

　
日　
時　
４
月
29
日（
木
曜
日
・
祝
日
）午
前
10
時
か
ら

　
会　
場　
ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
情
勢
を
鑑
み
、内
容
を
縮
小
し
た

形
式
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
分
列
行
進
は
行
い
ま
せ
ん
。

支出日 摘     要 金額

10 月 31 日 告別式　香典 10,000

11 月 13 日 戸隠雪乞い祈願　奉献酒 4,450

11 月 17 日 八方　令和 2 年度「山の講」　奉献酒 4,450

11 月 20 日 山案内人組合　慰霊碑「山に眠る人々」
法要　奉献酒 4,450

12 月 3 日 告別式　香典 10,000

12 月 3 日 告別式　生花 15,000

1 月 16 日 告別式　香典 10,000

2 月 23 日 第 76 回八方尾根リーゼンスラローム大会
協賛金 50,000

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

令和３年度白馬村消防団役員名簿

分団 役職 氏名 地区

本部

団　長 吉川　玲 飯　森

副団長 武田　望 深　空

統括分団長 星河　隆志 塩　島

本部長 鈴木　広章 瑞　穂

ラッパ長 福島　優 切久保

救護長 新谷　りよう介 飯　森

消防主任 太田　充彦 沢　渡

南部

分団長 太田　寛展 佐　野

副分団長

柏原祥久仁 三日市場

浜村　賢一 飯　森

横川　仁 飯　田

中部

分団長 帰山　光国 瑞　穂

副分団長

松沢　斉 蕨　平

伊藤　晴久 めいてつ

山田　康芳 蕨　平

北部

分団長 横川　澄広 塩　島

副分団長

森　　拓矢 切久保

山岸　大輝 野　平

中西　岳人 通
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     令和3年4月1日　人事異動一覧
所属課名 新任職名 氏　　名 前所属課等 備　　考

総　務　課

課長補佐兼総務係長 鈴木広章 教育課長補佐兼教育係長
主査 武田一馬 税務課
主事 菊池　愛 新規採用
課付係長 塩島広幸 農政課

税　務　課

徴収係長 飯森可奈子 上下水道課
課付主査 松沢健一 上下水道課 県滞納整理機構派遣
主査 鹿内克伸 建設課
主査 太田千恵 総務課

住　民　課

住民課長 太田洋一 議会事務局長
主査 下川智之 住民課付派遣
主任 原田瑞希 教育委員会子育て支援課
主事 三澤涼太 総務課
環境衛生係長 山岸俊幸 再任用

健康福祉課

課付課長 下川啓一 農政課長 社協事務局長
課長補佐兼健康づくり係
長 工藤弘美 課長補佐課内昇格

福祉介護係長 下川貴彦 係長課内昇格
観　光　課 主査 穂谷圭祐 観光課付派遣

農　政　課

農政課長 田中洋介 総務課長補佐 課長昇格

土地改良係長 柏原英司 教育委員会生涯学習ス
ポーツ課

主査 澤元めぐみ 税務課
農林係長 田中　哲 再任用

建　設　課 主査 堀米拓実 観光課

上下水道課
上下水道課長 関口久人 教育委員会生涯学習ス

ポーツ課長
業務係長 長澤　肇 農政課
主事 淺川巽希 住民課

議会事務局 議会事務局長 山岸茂幸 住民課長
教育委員会 
教　育　課

課長補佐兼給食保健係長 堤　則昭 課長補佐課内昇格
教育係長 中村由加 税務課

教育委員会 
子育て支援課

主事 矢萩ゆかり 新規採用
子育て支援専門員 吉澤八千代 再任用

教育委員会 
しろうま保育園

保育士 西村彩咲 新規採用
子育て支援専門員 太田昭子 再任用

教育委員会 
子育て支援ルーム 子育て支援専門員 松沢ひとみ 再任用

教育委員会 
生涯学習 

スポーツ課

生涯学習スポーツ課長 松澤宏和 社会福祉協議会事務局長
スポーツ振興係長 柏原正樹 係長課内昇格
主任 栗山大貴 住民課

※令和3年3月31日付一般職退職者 上下水道課長 酒井　洋
 子育て支援課保育士 神農　有砂

令和3年4月1日付け異動者 異動者数 36名
 新規採用職員 3名
 課長職 6名（内課長職昇格　1名）
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令
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和
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退
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員
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に
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り
ま
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～

菊池　愛酒井　洋神農　有砂

西村　彩咲

矢萩　ゆかり

区分 課長 係長 職員

総務課 吉田久夫

鈴木広章
太田充彦
大塚敦司
菊池　愛

矢口浩樹 田中元気
武田一馬

今井志保 横川健太
遠藤裕子
塩島広幸

税務課 田中克俊

飯森可奈子 太田千恵
鈴木理恵

一井　剛

鹿内克伸
山岸大輝
篠﨑絢女
宮下彩果

住民課 太田洋一

山岸俊幸 原田瑞希

大森倫子

下川智之
吉沢美穂
三澤涼太
郷津里佳

健康福祉課 松澤孝行

下川貴彦 箱山哲也

工藤弘美
中島由実子
畔上瑞季
丸山美和

稲垣まゆき
観光課 太田雄介 山岸大祐 穂谷圭祐

農政課 田中洋介
田中　哲

澤元めぐみ
鷲澤友也
佐藤　綸

太田俊祉 内藤優太
柏原英司 伊東里志

建設課 矢口俊樹
横山勝典 内川直人

降籏大輔 堀米拓実
藤戸　洸

上下水道課 関口久人
太田和也 淺川巽希
長澤　肇 羽鳥有貴
廣瀬昭彦 栁本涼介

区分 課長 係長 職員

教
育
委
員
会
事
務
局

教育課 横川辰彦 中村由加 大谷譲二
堤　則昭

子育て支援課
（子育て相談
支援センター）

下川浩毅

松澤拓哉
西澤由美

矢萩ゆかり
吉澤八千代

内山明子 松尾舞子
子育て

支援ルーム 太田智美 松澤ひとみ

しろうま
保育園

園長 
太田有紀 

 
主任保育士 
武田恵理 

 
主任保育士 
北條亜紀子

太田優花
関沢由香
松澤実希

松澤菜津子
西村彩咲
矢口愛深
柏原由美
渡邊智子
峠　佳那
藤原千花
松澤允絵
太田昭子

吉澤八千代 ( 兼 )

生涯学習
スポーツ課 松澤宏和 柏原正樹 栗山大貴

大和田悠太
渡邉宏太

議会事務局 山岸茂幸 飯田佳奈

会計室 長澤秀美 大塚三貴子
尾澤宗高

住民課付係長 
北アルプス広域連

合派遣
伊藤達男

健康福祉課付課長 
白馬村社会福祉協

議会派遣
下川啓一

税務課付主査 
長野県地方税滞納

整理機構派遣
松沢健一

白馬村職員事務分担表
村　長　下川　正剛　　副村長　横山　秋一　　教育長　平林　豊

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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そ
も
そ
も
「
官
民
連
携
」
と
は
？

　
公
共
施
設
の
建
設
・
運
営
等
に
つ
い
て
、

民
間
の
持
つ
多
種
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技

術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
コ
ス
ト
削
減
等
を
図
ろ
う
と
す
る
考

え
方
で
す
。 

　
Ｐ
Ｐ
Ｐ（Public Private Partnership

）

と
も
言
わ
れ
、
業
務
委
託
、
指
定
管
理
、

民
営
化
、
事
業
提
携
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
多
様
な

手
法
で
官
と
民
が
協
力
し
て
事
業
を
進
め

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ
る
の
？

　
民
間
事
業
者
の
知
見
や
人
材
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
活
か
し
て
、
設
計
・
建
設
・
運
営

　の
手
法
を
工
夫
し
た
り
、
公
共
施
設
に
民

間
収
益
事
業
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と

で
、
賑
わ
い
の
創
出
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
削
減
等
が
実
現
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

お
い
し
い
話
に
は
裏
が
あ
る
っ
て
言
う

け
ど…

。

　
手
法
に
よ
っ
て
は
民
間
事
業
者
に
幅
広

い
業
務
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
管

理
や
指
導
が
不
十
分
な
場
合
に
は
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
職
員

の
待
遇
が
悪
化
し
た
り
、
行
政
に
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
さ
れ
ず
社
会
的
責
任
が
形
骸
化

し
た
り
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

図
書
館
や
子
育
て
支
援
施
設
に
民
間
事

業
者
を
入
れ
る
必
要
な
ん
て
あ
る
の
？

　
公
共
性
を
重
視
し
て
行
政
主
体
で
進
め

る
こ
と
に
も
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫

を
活
用
す
る
こ
と
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
長
短

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
で
複
合
施
設
の

柱
を
「
交
流
」
と
「
滞
在
」
と
し
て
お
り
、

図
書
館
と
子
育
て
支
援
以
外
の
機
能
に
つ

い
て
も
、
民
間
事
業
者
の
活
用
に
よ
る
賑

わ
い
や
収
益
の
創
出
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

民
間
事
業
者
は
儲
か
る
こ
と
し
か
や
ら

な
い
の
で
は
？

　
収
益
事
業
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
独
立

採
算
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

図
書
館
や
子
育
て
支
援
な
ど
利
益
を
生
み
出

さ
な
い
事
業
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
行

政
が
民
間
事
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す

る
形
で
対
価
（
人
件
費
を
含
め
た
運
営
費
）

を
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
民
間
事
業
者
が
運
営
し

て
い
る
公
共
図
書
館
は
、
全
国
で
６
０
０

館
以
上
あ
り
、
全
体
の
２
割
程
度
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
検
討
す
る
の
？

　
市
場
性
や
実
現
性
が
高
い
効
果
的
な
手

法
に
つ
い
て
、
事
業
検
討
段
階
で
民
間
事

業
者
か
ら
幅
広
く
意
見
や
提
案
を
求
め
る

対
話
（
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
実
施
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。
事
前
に
民
間
事
業

者
の
意
向
を
確
認
し
て
、
運
営
を
見
据
え

た
設
計
・
建
築
を
進
め
る
こ
と
で
、
官
民

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
事
業
者
選
定
の
公
平
性
確
保
や
民
間

事
業
の
撤
退
リ
ス
ク
等
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

都
市
部
の
大
手
企
業
に
お
い
し
い
と
こ

ろ
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
？

　
複
数
の
業
種
の
民
間
事
業
者
が
協
力
し

て
事
業
を
進
め
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
地
元
の
企
業
や
団
体
が
建
設
や
運
営

に
参
画
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
代
表
的
な
手
法
を
い

く
つ
か
挙
げ
て
、
そ
の
違
い
を
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
に
一
括
し
て
発
注
す
る
範

囲
に
よ
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト

が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

① 

従
来
手
法
（
分
離
発
注
）

　
従
来
の
公
共
施
設
の
建
設
手
法
で
、

設
計
業
者
・
建
設
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
選

定
・
発
注
し
ま
す
。
段
階
ご
と
に
仕
様

を
定
め
る
た
め
、
求
め
る
性
能
を
確
保

し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
縮
減

効
果
を
得
に
く
く
、
維
持
管
理
・
運
営

を
考
慮
し
た
設
計
に
な
り
に
く
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

② 

Ｄ
Ｂ
方
式
（
性
能
発
注
）

　
設
計
と
建
設
を
一
括
発
注
す
る
手
法

で
す
。
施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
設
計
に

反
映
で
き
る
た
め
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
求
め
る
性
能
を

確
保
す
る
た
め
に
工
夫
が
必
要
で
す
。

③ 

Ｄ
Ｂ
＋
Ｏ
方
式

　
②
の
手
法
で
建
設
し
、
指
定
管
理
等

に
よ
り
民
間
事
業
者
が
運
営
を
す
る
手

法
で
す
。
民
間
事
業
者
の
専
門
性
を
活

か
し
た
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

行
政
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
が
乏
し
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

④ 

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

　
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
を

一
括
発
注
す
る
手
法
で
す
。
複
数
の
業

者
が
合
弁
事
業
と
し
て
一
貫
し
て
携
わ

る
こ
と
で
、
運
営
や
維
持
管
理
を
想
定

し
た
設
計
が
可
能
と
な
り
、
コ
ス
ト
を

縮
減
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
長
期
契
約

と
な
る
た
め
柔
軟
な
契
約
変
更
等
が
行

い
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑤ 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

　
民
間
事
業
者
が
資
金
調
達
を
し
た
上

で
、
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営

を
一
貫
し
て
行
う
手
法
で
す
。④
と
同

様
に
コ
ス
ト
縮
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
両
立
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
施
設
完
成

後
に
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
形

で
長
期
的
に
整
備
・
運
営
費
用
を
負
担

す
る
た
め
、
支
出
を
平
準
化
で
き
ま
す

が
、
民
間
資
金
を
活
用
す
る
た
め
金
利

が
高
く
な
り
コ
ス
ト
縮
減
効
果
が
十
分

に
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
ま
と
め

　
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
は
、「
作
る

時
代
」
か
ら
「
使
う
時
代
」
に
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。

　
官
民
連
携
の
手
法
を
採
用
す
る
か
否

か
に
関
わ
ら
ず
、
施
設
の
建
設
に
際
し

て
は
、
完
成
し
た
施
設
を
ど
う
運
営
す

る
か
考
え
る
の
で
は
な
く
、
理
想
的
な

運
営
を
す
る
た
め
に
ど
ん
な
施
設
に
す

る
べ
き
か
逆
算
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
も
検
討
状
況
を
随
時
お
伝
え
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

官民連携に関する法律や規程
　効率的・効果的な公共施設の整備等を進めるために、国では平成 11 年に「民間資金等
の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」（PFI 法）が制定され、白馬村で
も平成 29年に「PPP/PFI 手法導入優先的検討規程」を定めました。
　白馬村の規程では、事業費の総額が 10 億円以上の公共施設整備事業を行う場合や、公
共施設等の集約化・複合化等を検討する場合に、限りある財源を効率的に使用するために、
多様な官民連携手法と従来型手法（公設公営）とを比較・検討することとしています。

　
図
書
館
等
複
合
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
８
月
以
降
、
様
々
な
内
容
を

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
候
補
地
の
比
較
や
基
本
計
画
等
で
も
頻
繁
に
出
て

く
る
「
官
民
連
携
」
を
取
り
上
げ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討

「
官
民
連
携
」っ
て
、何…

？

（13）
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そ
も
そ
も
「
官
民
連
携
」
と
は
？

　
公
共
施
設
の
建
設
・
運
営
等
に
つ
い
て
、

民
間
の
持
つ
多
種
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技

術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
コ
ス
ト
削
減
等
を
図
ろ
う
と
す
る
考

え
方
で
す
。 

　
Ｐ
Ｐ
Ｐ（Public Private Partnership

）

と
も
言
わ
れ
、
業
務
委
託
、
指
定
管
理
、

民
営
化
、
事
業
提
携
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
多
様
な

手
法
で
官
と
民
が
協
力
し
て
事
業
を
進
め

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ
る
の
？

　
民
間
事
業
者
の
知
見
や
人
材
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
活
か
し
て
、
設
計
・
建
設
・
運
営

　の
手
法
を
工
夫
し
た
り
、
公
共
施
設
に
民

間
収
益
事
業
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と

で
、
賑
わ
い
の
創
出
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
削
減
等
が
実
現
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

お
い
し
い
話
に
は
裏
が
あ
る
っ
て
言
う

け
ど…

。

　
手
法
に
よ
っ
て
は
民
間
事
業
者
に
幅
広

い
業
務
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
管

理
や
指
導
が
不
十
分
な
場
合
に
は
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
職
員

の
待
遇
が
悪
化
し
た
り
、
行
政
に
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
さ
れ
ず
社
会
的
責
任
が
形
骸
化

し
た
り
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

図
書
館
や
子
育
て
支
援
施
設
に
民
間
事

業
者
を
入
れ
る
必
要
な
ん
て
あ
る
の
？

　
公
共
性
を
重
視
し
て
行
政
主
体
で
進
め

る
こ
と
に
も
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫

を
活
用
す
る
こ
と
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
長
短

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
で
複
合
施
設
の

柱
を
「
交
流
」
と
「
滞
在
」
と
し
て
お
り
、

図
書
館
と
子
育
て
支
援
以
外
の
機
能
に
つ

い
て
も
、
民
間
事
業
者
の
活
用
に
よ
る
賑

わ
い
や
収
益
の
創
出
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

民
間
事
業
者
は
儲
か
る
こ
と
し
か
や
ら

な
い
の
で
は
？

　
収
益
事
業
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
独
立

採
算
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

図
書
館
や
子
育
て
支
援
な
ど
利
益
を
生
み
出

さ
な
い
事
業
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
行

政
が
民
間
事
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す

る
形
で
対
価
（
人
件
費
を
含
め
た
運
営
費
）

を
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
民
間
事
業
者
が
運
営
し

て
い
る
公
共
図
書
館
は
、
全
国
で
６
０
０

館
以
上
あ
り
、
全
体
の
２
割
程
度
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
検
討
す
る
の
？

　
市
場
性
や
実
現
性
が
高
い
効
果
的
な
手

法
に
つ
い
て
、
事
業
検
討
段
階
で
民
間
事

業
者
か
ら
幅
広
く
意
見
や
提
案
を
求
め
る

対
話
（
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
実
施
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。
事
前
に
民
間
事
業

者
の
意
向
を
確
認
し
て
、
運
営
を
見
据
え

た
設
計
・
建
築
を
進
め
る
こ
と
で
、
官
民

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
事
業
者
選
定
の
公
平
性
確
保
や
民
間

事
業
の
撤
退
リ
ス
ク
等
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

都
市
部
の
大
手
企
業
に
お
い
し
い
と
こ

ろ
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
？

　
複
数
の
業
種
の
民
間
事
業
者
が
協
力
し

て
事
業
を
進
め
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
地
元
の
企
業
や
団
体
が
建
設
や
運
営

に
参
画
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
代
表
的
な
手
法
を
い

く
つ
か
挙
げ
て
、
そ
の
違
い
を
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
に
一
括
し
て
発
注
す
る
範

囲
に
よ
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト

が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

① 

従
来
手
法
（
分
離
発
注
）

　
従
来
の
公
共
施
設
の
建
設
手
法
で
、

設
計
業
者
・
建
設
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
選

定
・
発
注
し
ま
す
。
段
階
ご
と
に
仕
様

を
定
め
る
た
め
、
求
め
る
性
能
を
確
保

し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
縮
減

効
果
を
得
に
く
く
、
維
持
管
理
・
運
営

を
考
慮
し
た
設
計
に
な
り
に
く
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

② 

Ｄ
Ｂ
方
式
（
性
能
発
注
）

　
設
計
と
建
設
を
一
括
発
注
す
る
手
法

で
す
。
施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
設
計
に

反
映
で
き
る
た
め
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
求
め
る
性
能
を

確
保
す
る
た
め
に
工
夫
が
必
要
で
す
。

③ 

Ｄ
Ｂ
＋
Ｏ
方
式

　
②
の
手
法
で
建
設
し
、
指
定
管
理
等

に
よ
り
民
間
事
業
者
が
運
営
を
す
る
手

法
で
す
。
民
間
事
業
者
の
専
門
性
を
活

か
し
た
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

行
政
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
が
乏
し
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

④ 

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

　
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
を

一
括
発
注
す
る
手
法
で
す
。
複
数
の
業

者
が
合
弁
事
業
と
し
て
一
貫
し
て
携
わ

る
こ
と
で
、
運
営
や
維
持
管
理
を
想
定

し
た
設
計
が
可
能
と
な
り
、
コ
ス
ト
を

縮
減
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
長
期
契
約

と
な
る
た
め
柔
軟
な
契
約
変
更
等
が
行

い
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑤ 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

　
民
間
事
業
者
が
資
金
調
達
を
し
た
上

で
、
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営

を
一
貫
し
て
行
う
手
法
で
す
。④
と
同

様
に
コ
ス
ト
縮
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
両
立
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
施
設
完
成

後
に
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
形

で
長
期
的
に
整
備
・
運
営
費
用
を
負
担

す
る
た
め
、
支
出
を
平
準
化
で
き
ま
す

が
、
民
間
資
金
を
活
用
す
る
た
め
金
利

が
高
く
な
り
コ
ス
ト
縮
減
効
果
が
十
分

に
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
ま
と
め

　
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
は
、「
作
る

時
代
」
か
ら
「
使
う
時
代
」
に
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。

　
官
民
連
携
の
手
法
を
採
用
す
る
か
否

か
に
関
わ
ら
ず
、
施
設
の
建
設
に
際
し

て
は
、
完
成
し
た
施
設
を
ど
う
運
営
す

る
か
考
え
る
の
で
は
な
く
、
理
想
的
な

運
営
を
す
る
た
め
に
ど
ん
な
施
設
に
す

る
べ
き
か
逆
算
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
も
検
討
状
況
を
随
時
お
伝
え
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

官民連携に関する法律や規程
　効率的・効果的な公共施設の整備等を進めるために、国では平成 11 年に「民間資金等
の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」（PFI 法）が制定され、白馬村で
も平成 29年に「PPP/PFI 手法導入優先的検討規程」を定めました。
　白馬村の規程では、事業費の総額が 10 億円以上の公共施設整備事業を行う場合や、公
共施設等の集約化・複合化等を検討する場合に、限りある財源を効率的に使用するために、
多様な官民連携手法と従来型手法（公設公営）とを比較・検討することとしています。

　
図
書
館
等
複
合
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
８
月
以
降
、
様
々
な
内
容
を

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
候
補
地
の
比
較
や
基
本
計
画
等
で
も
頻
繁
に
出
て

く
る
「
官
民
連
携
」
を
取
り
上
げ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討

「
官
民
連
携
」っ
て
、何…

？

（13）

従来手法 PPP（官民連携）手法
公設公営 公設民営 民説民営

① ② ③ ④ ⑤
分離発注 DB 方式 DB+O 方式 DBO 方式 PFI 方式

資金調達 公共 公共 公共 公共

民間

設計 (Design) 民間
民間 民間

民間
建設 (Build) 民間

維持管理 (Operate) 公共 公共 公共／民間

運営 (Operate) 公共 公共 民間

所有権 公共 公共 公共 公共 公共／民間
※上記は一例であり、他にも様々な手法・方式があります。
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白
馬
村
第
５
次
総
合
計
画
後
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
白
馬
村
で
は
、平
成
28
年
度
に「
白
馬
村
の
豊
か
さ
と
は
何
か
～
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長

す
る
村
～
を
基
本
理
念
と
し
た
第
5
次
総
合
計
画（
計
画
期
間　
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
）を
策
定
し
、各
種

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、前
期
5
か
年
の
計
画
の
検
証
を
行
い
、新
た
に
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

た
後
期
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
計
画
策
定
委
員
会
で
素
案
を
策
定
後
、計
画
審
議
会

に
お
い
て
審
議
、検
証
を
行
い
策
定
を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、現
行
の
白
馬
村
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
を
1
年
間
延

長
し
、白
馬
村
第
5
次
総
合
計
画
後
期
計
画
と
一
本
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
策
定
を
し
た
後
期
計
画
に
は
、総
合
計
画
の
4
つ
の
基
本
目
標
と
、誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
2
0
1
5
年
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
S
D
G
s
の
17
の
目
標
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
も
新
た
に
示
し
、

そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
で
、住

民
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、移

住
者
に
と
っ
て
も
魅
力
的
で
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

正
本
版
を
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
、白
馬
村
役
場
総
務
課
ま

で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、白
馬

村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
閲
覧
く
だ
さ

い
。

白
馬
村
の
豊
か
さ
と
は
何
か 

―
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る
村
―

お問合せ　白馬村役場　総務課　企画調査係　電話：0261-72-7002　
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中
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共
済

【
シ
リ
ー
ズ
】

防
災
行
政
無
線
設
備
の
更
新
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
！
　
最
終
回

白
馬
村
で
は
全
住
民
の
方
を
公
費
加
入
し
て
い
ま
す
!

交
通
災
害
共
済
と
は

　
毎
日
起
き
る
交
通
事
故
は
、い
つ
あ
な
た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ

り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方

を
救
済
す
る
た
め
に
、皆
さ
ん
と
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
助
け
合

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
が
こ
の
交
通
災
害
共
済
制
度
で
す
。

◇ 

死
亡
見
舞
金
2
0
0
万
円
又
は
1
0
0
万
円
　

　
入
院
1
日
2
，0
0
0
円
　
通
院
1
日
1
，0
0
0
円

　
入
院
で
も
通
院
で
も
2
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
障
害
者
見
舞
金
　

1
・
2
級
80
万
円
　

3
級
60
万
円

◇ 

基
礎
見
舞
金
　
状
況
に
よ
り
2
5
，0
0
0
円
〜

　
1
5
，0
0
0
円

　
共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
事
故

　

日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
い
て
運
行
中
の
自
動
車
・
バ
イ
ク
・

ト
ラ
ク
タ
ー
・
自
転
車
・
電
動
カ
ー
ト
・
電
車
等
に
乗
っ
て
い
て
衝

突
、転
落
な
ど
に
よ
る
事
故
、歩
行
中
こ
れ
ら
の
車
に
よ
っ
て
事

故
に
あ
っ
た
と
き
、そ
の
事
故
の
内
容
に
よ
っ
て
右
記
の
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。ま
た
、身
体
障
害
者
の
方
で
歩
行
困
難
の
た

め
、車
い
す（
電
動
を
含
む
）を
使
用
中
に
道
路
上
で
転
倒
な
ど
し

た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
に
つ
い
て（
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
）

　
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、で
き
る
だ
け
お
早
目
に
白
馬

村
役
場
総
務
課
ま
で
事
故
の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。共
済
見
舞

金
請
求
に
係
る
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
た
防
災

行
政
無
線
設
備
の
更
新
事
業
は
令
和
3
年

3
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
以
降
も
白
馬
村
で
は
防
災

設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
活
用
い
た
だ
け
る
様

に
平
時
か
ら
有
事
へ
の
備
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

名
称
が「
ぼ
う
さ
い
は
く
ば
」へ

　

無
線
免
許
の
取
得
の
都
合
か
ら
慣
れ
親

し
ん
だ「
こ
う
ほ
う
は
く
ば
」か
ら「
ぼ
う
さ

い
は
く
ば
」へ
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

無
償
貸
与
に
つ
い
て

　
引
き
続
き
、白
馬
村
で
は
設
置
を
希
望
す

る
世
帯
に
1
台
の
戸
別
受
信
機
の
設
置
を

無
償
で
行
い
ま
す
。転
入
さ
れ
た
方
、設
置

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、白
馬
村
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、無
償
で

の
貸
与
と
な
り
ま
す
の
で
、転
出
さ
れ
る
場

合
や
故
障
が
判
明
し
た
場
合
等
も
白
馬
村

総
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

有
償
で
の
設
置
に
つ
い
て

　
無
償
貸
与
の
対
象
と
な
ら
な
い
方（
事
業

者
の
方
、複
数
台
設
置
し
た
い
方
、住
所
を

有
さ
な
い
方
等
）は
有
償
で
戸
別
受
信
機
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
本
体　

　
1
6
，5
0
0
円（
税
込
）

　
外
部
ア
ン
テ
ナ
工
事
費　
　
実
費

　
申
込
先　
白
馬
村
役
場　
総
務
課

白
馬
村
防
災
ナ
ビ（
防
災
ア
プ
リ
）・
登
録
制

メ
ー
ル

　

令
和
3
年
4
月
よ
り
白
馬
村
防
災
ナ
ビ

（
防
災
ア
プ
リ
）・
登
録
制
メ
ー
ル
本
格
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。防
災
ア
プ
リ
は
、緊
急

の
防
災
情
報
や
村
の
行
政
情
報
、避
難
所
情

報
等
が
入
手
で
き
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
情
報
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、今
ま
で

以
上
に
情
報
が
受
け
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、一
人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
に

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　総務係　電話：0261-72-7002

 お問合せ　白馬村役場　総務課 電話：0261-72-7002
 中信地域町村交通災害共済事務組合 電話：0261-62-6318
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

Vol.19

新
年
度
を
迎
え
、
新
た

な
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
展
、
イ
ベ
ン
ト
準

備
を
日
々
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
花
の
季
節
を

迎
え
る
と
同
時
に
、
春
ら

し
い
白
馬
村
の
様
子
を
皆

様
に
お
届
け
す
る
た
め
村

内
の
様
子
を
撮
影
、
情
報

発
信
を
し
て
い
ま
す
。
落

ち
込
み
が
続
い
て
い
た
旅

行
客
の
数
が
少
し
で
も
改

善
さ
れ
る
よ
う
に
、
次
の

旅
先
は
白
馬
村
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
誘
客

に
つ
な
が
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
そ
し
て
白

馬
村
観
光
局
マ
ー
チ
ャ
ン

ダ
イ
ジ
ン
グ
※
に
も
一
層

力
を
入
れ
、
新
た
な
白
馬

フ
ァ
ン
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま

す
。

観
光
課
付
　
白
馬
村
観
光
局
派
遣
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
　
清
宮

お問合せ　白馬村役場　総務課　企画調査係　電話：0261-72-7002

だ
い
ぶ
暖
か
く
な
り
ま
し
た
ね
。
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
、
寮
で
は
来
年
度
の
新
一
年
生
へ
向
け
て
掃
除
や
寮
則
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
一
律
に
行
え
る
よ
う
、
在
寮
生
と
共
に
基
盤
固
め
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
寮
生
だ
け
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
も

新
年
度
に
向
け
、
学
校
や
保
護
者
の
皆
様
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
か
改
め
て
検
討
中
で
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
新
年
度
も
よ
り
良
い
寮
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

　
過
去
に
白
馬
で
開
催
さ
れ
た
の
で
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
と
い
う
地
域
の

情
報
を
調
べ
て
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
掲
載
す
る
イ
ベ
ン
ト
催
行
に

つ
い
て
の
研
修
会
に
出
席
し
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
街
歩

き
を
し
た
り
図
書
館
で
調
べ
た
り
す
る
過
程
で
、そ
の
土
地
に
詳

し
く
な
る
と
同
時
に
、地
元
の
住
民
と
も
触
れ
合
え
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、移
住
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
込
ん
だ
ら
面
白
そ
う
に
感
じ
ま

し
た
。来
年
度
は
こ
う
い
っ
た
他
イ
ベ
ン
ト
と
絡
め
て
移
住
に
つ

な
げ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※�
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ（M

erchandising

）…
消
費
者
に

買
っ
て
も
ら
う
商
品
を
つ
く
り
、運
び
、陳
列
し
、最
終
的
に
商

品
を
店
頭
で
買
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
い
う
。

オンライン販売サイトHAKUBA�ORIGINAL� https://hakubaoriginal.stores.jp/
白馬村観光局facebook� https://www.facebook.com/hakubavillage
Instagram� https://www.instagram.com/hakubalife/

白
馬
高
校
支
援
係 

高
校
寮
ス
タ
ッ
フ 

上
山・筒
井

総
務
課
　
移
住・定
住
担
当
　
大
石
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皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、
道
路
、
農
地
、

公
害
、
登
記
、
福
祉
な
ど
の
行
政
が
行
う
業
務

に
対
し
、
疑
問
や
要
望
、
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
?

直
接
は
言
い
に
く
い
、
こ
う
い
っ
た
様
々
な

ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
し
て
相
談
委
員
が
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
・
無
料
・

予
約
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は
　
宮
田
守
男
さ
ん

（
森
上
）
で
す
。

〈
行
政
相
談
日
〉

令
和
3
年
5
月
11
日
（
火
曜
日
）	

令
和
3
年
6
月
8
日
（
火
曜
日
）

令
和
3
年
8
月
10
日
（
火
曜
日
）

令
和
3
年
10
月
19
日
（
火
曜
日
）

（
長
野
県
行
政
相
談
週
間
10
月
18
日
〜
24
日
）

令
和
3
年
12
月
14
日
（
火
曜
日
）

令
和
4
年
2
月
8
日
（
火
曜
日
）

〈
開
催
時
間
〉

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
ま
で

〈
開
催
場
所
〉

白
馬
村
役
場
2
階
　
庁
議
室

※
開
催
日
に
よ
っ
て
開
催
場
所
が
変
更
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

行
政
相
談
の
ご
案
内

お問合せ　白馬村役場総務課　0261-72-7002

令
和
３
年
度
に
お
け
る
自
衛
官
候
補
生
及
び
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

防
衛
省
で
は
、左
記
の
予
定
で
令
和
３
年
度
各
募
集
種
目
の
受
付
及
び
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
や
試
験
科
目
等
の
詳
し
い
内
容
は
、下
記
の
問
合
せ
先
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

役
場
総
務
課
に
て
案
内
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
用
意
が
あ
り
ま
す
。

お問合せ　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話：0263-36-2787

募集
種目

採用人数
（令和2年度） 応募資格 受付期間 試験時期

自衛官
候補生

陸　2,791名
（うち女子980名）
海　　448名
（うち女子100名）
空　1,531名
（うち女子250名）

18歳以上33歳未満（32
歳の者は採用予定月1日
から起算して3月に達す
る日の翌日の末日現在、
33歳に達していない者）
の者。

年間を通じて
受付 受付時にお知らせ

一般曹
候補生

陸　4,000名
（うち女子270名）
海　1,500名
（うち女子200名）
空　1,000名
（男女区分無）

18歳以上33歳未満（32
歳の者は採用予定月の末
日現在、33歳に達してい
ない者）の者。

①3月1日～
　5月11日
②7月1日～
　9月6日

①1次  5月21日～30日
　2次  6月18日～  7月4日
②1次  9月16日～19日
　2次10月  9日～24日

航空
学生

海　74名
（うち女子若干名）
空　72名
（男女区分無）

令和3年4月1日現在、海
上自衛隊は18歳以上23
歳未満の者（航空自衛隊
は18歳以上21歳未満の
者）で、高等学校等の所定
の資格を有する者。

7月1日～
9月9日

1次  　　9月20日
2次  　  10月16日～21日
3次（海）11月19日～12月15日
  　（空）11月13日～12月16日

はく�4月.indd   15はく�4月.indd   15 R3/04/09   9:36R3/04/09   9:36
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お問合せ　白馬村役場　上下水道課上下水道係　電話：0261-85-0714（直通）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
　
白
馬
の
す
い
ど
う（
第
7
回
）

水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

水
道
や
、電
気
、ガ
ス
な
ど
日
々
の
暮

ら
し
に
お
い
て
使
用
す
る
も
の
に
は
計
量

器（
メ
ー
タ
ー
）と
言
わ
れ
る
使
用
量
を
測

る
器
具
が
付
い
て
い
ま
す
。
白
馬
村
上
下

水
道
課
で
は
通
常
、一
ヶ
月
に
一
度
メ
ー

タ
ー
の
検
針
を
行
い
、計
量
し
た
数
値
を

翌
月
に
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

 

請
求
期
間
と
検
針
時
期

検
針
は
、毎
月
10
日
か
ら
20
日
の
間
に

行
い
ま
す
。
検
針
で
確
認
し
た
数
値
を
翌

月
頭
に
確
定
を
し
、請
求
を
出
し
て
い
ま

す
。具

体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、6
月
15
日

に
検
針
し
た
数
値
は
7
月
1
日
に
確
定
と

な
り
、7
月
の
13
日
頃
に
請
求
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
6
月
に
検
針
し
た
数
値
に
間

違
い
が
な
い
か
、例
年
、例
月
に
比
べ
て

使
用
量
が
過
大
に
増
え
て
い
な
い
か
を
確

認
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

水
道
メ
ー
タ
ー
は
上
下
水
道
料
金
の
算

出
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、計
量
法
に
よ
り

有
効
期
限
は
8
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
白
馬
村
で
は
7
年
を
基
準
に
交

換
し
て
い
ま
す
。
交
換
は
上
下
水
道
課
が

行
い
、交
換
に
伴
う
お
客
様
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

交
換
時
期
が
近
づ
く
と
、事
前
に
葉
書
で

お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。
交
換
作
業
は
基

本
的
に
日
中
行
い
ま
す
が
、作
業
中
は
水
道

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、時
間
指
定
等
が
あ

る
場
合
は
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
作
業
中
、

空
気
が
配
管
に
入
る
こ
と
が
あ
る
た
め
交

換
後
に
水
道
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
い
き

な
り
全
開
に
す
る
の
で
は
な
く
ま
ず
、空
気

を
抜
い
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

 

以
前
ま
で
の
メ
ー
タ
ー

水
道
メ
ー
タ
ー
は
よ
り
正
確
に
、精
密

に
計
量
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。半
世
紀
以
上
前
、少
量
の
使
用
で
は

メ
ー
タ
ー
が
動
か
ず
計
量
が
出
来
な
い
。

そ
ん
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。当
時
、内
部
は

水
垢
や
錆
び
等
に
よ
り
鈍
り
や
す
く
、ま
た
、

水
流
で
動
く
計
量
装
置
自
体
の
重
さ
で
動

か
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で
認
定
さ

れ
た
検
定
に
合
格
し
た
も
の
を
使
用
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
軽
量
化
さ
れ
て
お
り
、よ

り
正
確
に
計
量
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
現
在
で
は
計
量
が
出
来

な
い
と
い
っ
た
事
例
は
、ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

 

毎
月
検
針
導
入
に
向
け
て

白
馬
村
の
検
針
は
前
述
の
と
お
り
基
本

的
に
一
ヶ
月
に
一
度
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、冬
季
等
は
確
認
が
で
き
な
い
た
め

毎
月
の
検
針
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

長
期
間
検
針
が
出
来
な
け
れ
ば
漏
水
や

過
大
な
使
用
量
に
気
が
付
き
に
く
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
上
下
水
道
課

で
は
目
で
見
な
く
て
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
一
部
で
使
用
し
て
い
る
電
子

メ
ー
タ
ー
は
通
常
の
メ
ー
タ
ー
と
違
い

伝
送
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
伝
送
機
能
を
使
用
し
た
検
針
で
冬
季

間
の
検
針
を
可
能
に
す
る
べ
く
、検
証
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
扱
い

水
道
メ
ー
タ
ー
は
性
質
上
地
面
の
中

に
あ
る
こ
と
が
多
く
、蓋
付
き
容
器（
メ
ー

タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）に
は
い
っ
て
い
て
も
土
砂
、

雨
水
等
の
流
入
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
目

視
に
よ
る
検
針
時
、数
値
を
読
み
間
違
え

る
要
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

メ
ー
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
は
漏
水
時
に
止
水
を

す
る
た
め
の
バ
ル
ブ（
止
水
栓
）が
あ
り

ま
す
の
で
、必
要
な
際
に
操
作
が
で
き
る

た
め
に
も
、メ
ー
タ
ー
周
り
を
キ
レ
イ
に

保
つ
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

水道メーターBOX
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水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
経
営
に

関
し
、
村
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
『
白
馬

村
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
』
が
令
和

２
年
度
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

委
員
に
は
、
議
会
、
住
民
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
水
道
指
定
工
事
店
か
ら
の
選

出
と
学
識
経
験
者
と
し
て
長
野
県
、
そ
し

て
公
募
委
員
な
ど
総
勢
13
名
に
よ
り
構
成

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

思
う
よ
う
に
審
議
が
行
え
ず
、
計
３
回
が

開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

課
題
を
共
通
認
識
に

現
在
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の

４
点
が
主
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

①
水
道
事
業
の
課
題
に
つ
い
て

②
事
業
会
計
財
政
状
況
に
つ
い
て

③
更
新
計
画
に
つ
い
て

④�

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
見
直

し
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
は
、
主
と
し
て
水
道
事
業

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
が
、
委
員

か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
・
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

・�

市
町
村
単
独
で
維
持
を
し
て
い
く
の
で

は
な
く
、
広
域
連
携
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
だ

・�

白
馬
に
訪
れ
た
方
か
ら
「
白
馬
の
水
は

お
い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
。
今
後
も
水

質
の
維
持
に
努
め
て
ほ
し
い

・�

白
馬
の
お
い
し
い
水
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
活
用
で
き
な
い
の
か

・�

開
発
に
伴
う
排
水
処
理
の
適
正
化
を
指

導
し
て
い
く
べ
き
だ

・�

我
が
家
の
水
が
ど
こ
か
ら
届
い
て
い
る

か
も
知
ら
な
い

・�

ま
ず
は
上
下
水
道
の
現
状
を
広
く
周
知

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

・�

料
金
の
改
定
を
進
め
る
に
は
様
々
な
要

素
の
検
討
を
行
い
、
実
施
す
る
場
合
は

計
画
的
に
行
っ
て
ほ
し
い

・�

施
設
の
更
新
に
よ
る
料
金
の
改
定
は
理

解
で
き
る
が
、
頻
繁
に
改
定
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

意
見
・
提
言
を
受
け
て
…

ま
ず
は
、
上
下
水
道
の
現
状
を
多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

こ
の
広
報
紙
を
利
用
し
た
「
ご
ぞ
ん
じ
で

す
か
？
　
白
馬
の
す
い
ど
う
」
の
連
載
を

９
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ほ
か
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
白
馬
に
て
７
月
よ
り
水
道
広

報
番
組
を
制
作
し
、
現
在
ま
で
に
第
７
回

ま
で
放
送
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
広
報
紙

及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ま
し

た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
三
つ
の
水
源
（
源
太
郎
・
二
股
・
楠
川
）

・
水
道
水
が
で
き
る
ま
で

・
水
道
料
金
は
ど
う
決
ま
る
？

・
他
市
町
村
と
の
料
金
比
較

・
下
水
の
処
理
方
法
に
つ
い
て

・
下
水
道
の
加
入
促
進

・
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
市
販
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
の
違
い

今
後
も
継
続
し
て
上
下
水
道
事
業
の
現

状
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
ど
う
な
る
の
？

現
在
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和

59
年
に
改
定
を
お
こ
な
っ
て
以
来
、
消
費

税
の
導
入
・
改
定
に
よ
る
分
の
値
上
げ
は

し
た
も
の
の
、
37
年
間
基
本
的
に
は
見
直

し
を
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ

の
経
営
審
議
会
の
審
議
事
項
と
し
て
水
道

料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
が
あ

り
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
具
体
的

な
料
金
改
定
の
案
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
大
手
監
査
法

人
に
よ
る
と
、
規
模
や
今
後
の
建
設
改
良

費
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
２
０
２
４
年
ま

で
の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る
と
の
推
計
が

さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
下
水
道
事

業
に
至
っ
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
３
億
円

を
超
え
る
繰
入
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
し
て

い
く
た
め
に
は
値
上
げ
の
議
論
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

更
新
計
画
や
財
政
状
況
の
分
析
も
重
要

で
す
が
、
ま
ず
は
可
能
な
歳
出
の
削
減
を

は
じ
め
、
よ
り
効
率
的
で
健
全
な
運
営
を

行
い
、
安
全
で
安
心
な
水
道
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
下
水
道
は
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
排
水
の
処
理
を
推
進
で
き
る
よ

う
、
審
議
会
を
通
じ
て
模
索
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全・安
心
な
水
を
未
来
へ
…

お問合せ　白馬村役場　上下水道課業務係　電話：0261-85-0714（直通）
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な
る
ほ
ど
！
村
税
情
報
vol.
1

   お問合せ　白馬村役場税務課　固定資産税担当　電話：0261-85-0712

18

令
和
３
年
度
　
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

・
固
定
資
産
税
と
は

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、そ
の
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
額
を
納
め
る
税
金
で
す
。
昨
年
の
広
報
は
く
ば
で
は
６
月
号
か

ら
10
回
に
渡
る
シ
リ
ー
ズ
で
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
解
説
を
掲
載
し
ま
し
た
。
改
め
て
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

・
納
期
限

第
１
期
　
４
月
26
日
、第
２
期
　
７
月
26
日
、第
３
期
　
12
月
27
日
、第
４
期
　
２
月
25
日

・
課
税
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

納
税
通
知
書
に
は
年
税
額
、各
納
期
の
納
付
額
、納
付
場
所
、納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
し
な

か
っ
た
場
合
の
措
置
や
納
税
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
審
査
請
求
等
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

課
税
明
細
書
に
は
、所
有
さ
れ
て
い
る
固
定
資
産
の
所
在
、地
目
、地
積
、種
類
、構
造
、階
層
、課

税
標
準
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
載
内
容
を
お
読
み
い
た
だ
き
、課
税
内
容
に
誤
り
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
納
付
方
法

口
座
振
替
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
納
期
限
に
指
定
の
口
座
よ
り
振
替
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
前
日

ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、村
内
の
金
融
機

関
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
よ
り
納
税
通
知
書
の
様
式
が
変
っ
て
い
ま
す
。
現
金
払
い
の
方
は
、こ
れ
ま
で
同
様

村
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
ご
納
付
い
た
だ
け
る
ほ
か
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
ご
納
付
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ
で
納
付
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
村
税
収
入
の
約
６
割
を
占
め
、基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
札
結
果

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

入 札 日 令和3年2月16日

工 事 名 令和2年度　道路メンテナンス補助
　橋梁修繕工事

工 事 箇 所 白馬村　字　中込橋
落 札 者 有限会社　塩島組
落 札 決 定 額 14,410,000円

入 札 者

　株式会社　大糸
　姫川建設　株式会社
　株式会社　落田
　株式会社　白馬三津野
　有限会社　田中建設
　株式会社　宮尾建設
　有限会社　ダイトー工業
　白馬ソイル工業　株式会社
　有限会社　塩島組

入 札 日 令和3年2月22日

工 事 名 令和2年度
村営住宅白馬団地解体工事

工 事 箇 所 白馬村�字�白馬町�白馬団地
落 札 者 株式会社宮尾建設
落 札 決 定 額 6,930,000円

入 札 者
姫川建設　株式会社
有限会社　田中建設
株式会社　宮尾建設

新
た
に
、
松
澤
　
薫
　
氏

を
白
馬
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、令

和
3
年
4
月

1
日
か
ら
令

和
6
年
3
月

31
日
ま
で
の

3
年
間
で
す
。

固定資産評価審査委員　
松澤　薫
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■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

　
表
中
の
納
付
方
法
及
び
納
付
場
所
で
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　税務課　電話：0261-85-0712

上下
水道料金 固定資産税

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ ◯

口座振替 ◯ ◯
クレジットカード決済

（インターネット及び窓口） − ◯
スマートフォン決済

（PayPay 及び LINE Pay） − ◯

�

４
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

　
　
固
定
資
産
税	

第
１
期
分

　
　
上
下
水
道
料
金	

４
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

4
26月

19

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

令
和
３
年
度
の
軽
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
５
月
25
日（
火
曜
日
）で
す
。

納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
ま
で
に
郵
便
で
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、

次
の
方
法
に
よ
り
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
金
融
機
関
等
窓
口
】

金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局（
長
野
県
・
新
潟
県
に
限
る
）・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
】

今
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
「
P
a
y
P
a
y
」

「
L
I
N
E�

P
a
y
」
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（「
P
a
y
P
a
y
請
求
書
払
い
」「
L
I
N
E�

P
a
y
請
求
書
支

払
い
」
の
み
利
用
可
能
）

※
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
Y
a
h
o
o
！
公
金
支
払
」
か
ら
納
付

で
き
ま
す
。（
税
額
の
他
に
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）

【
障
が
い
者
の
方
の
た
め
の
減
免
制
度
】

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
を
有
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

４
月
〜
５
月
に
対
象
と
な
る
方
に
減
免
申
請
書
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

※�

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
方
は
、
申
請
書
が
届
い
て

も
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
納
税
証
明
書
（
車
検
用
）】

納
税
通
知
書
以
外
で
納
付
さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
後
納
付
が
確
認
で

き
次
第
発
送
し
ま
す
。

納
付
後
す
ぐ
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
金
融
機
関
ま
た
は
白
馬
村
役
場
会
計
室
に
て
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
譲
渡
・
廃
車
し
た
の
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
し
ま
っ
た
場
合

４
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
ま
で
に
軽
自
動
車
協
会
ま
た
は
白
馬
村
役

場
税
務
課
、
各
関
係
団
体
で
廃
車
（
返
納
、
解
体
返
納
）
や
名
義
変
更

等
の
お
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
当
村
に
お
い
て
登
録
情
報

の
変
更
を
把
握
で
き
な
い
た
め
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
し
、
車
両
を
す
で
に
お
持
ち
で
な
い
の
に
課
税
が
続
い
て
い
る
場

合
は
、
軽
自
動
車
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
長
野
県
か
ら
お
知
ら
せ
で
す
】

令
和
３
年
度
の
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は
５
月
31
日
（
月
曜

日
）
で
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。【

軽
自
動
車
税
】

お
問
合
せ
：
白
馬
村
役
場
　
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

電
　
　
話
：
０
２
６
１
（
８
５
）
０
７
１
２

【
自
動
車
税
】

お
問
合
せ
：
長
野
県
庁
　
税
務
課
自
動
車
税
係

電
　
　
話
：
０
２
６
（
２
３
５
）
７
０
５
１

お
問
合
せ
：
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

電
　
　
話
：
０
２
６
１
（
２
３
）
６
５
０
５
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ほ
　
…
保
険
証
の
こ
と

◆
健
康
保
険
の
異
動
◆

◎�

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
…
住
民
課
で

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
：

　
　
新
し
い
保
険
証�

（
異
動
者
全
員
分
）・

　
　
国
民
健
康
保
険
証
（
異
動
者
全
員
分
）

◎�

社
会
保
険
を
喪
失
さ
れ
た
方
…
住
民
課
で

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
：

　
離
職
し
た
日
付
が
わ
か
る
書
類

◎�

学
生
で
転
出
し
た
方
…
ご
家
族
が
白
馬
村

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
白
馬
村
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
継

続
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
住
民
課
で
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
：

　�

在
学
証
明
書
・
学
生
証
な
ど
学
生
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
。

���

共
通
　
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・�

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
･
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

・�

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
と
手
続
き
が
必

要
な
方
の
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
通
知
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）

◆
保
険
証
の
有
効
期
限
と
更
新
な
ど
◆

◎�

保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
3
年
7
月
31

日
ま
で
で
す
。
7
月
下
旬
ま
で
に
、
白
馬

村
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
の
世
帯
主
宛
に
新
し
い
保
険
証
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎�

国
保
税
及
び
負
担
割
合
を
算
定
す
る
た
め
、

令
和
2
年
分
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎�

令
和
3
年
3
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
従

来
の
保
険
証
も
利
用
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
る
医
療
機
関

に
は
『
使
用
で
き
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す

る
ス
テ
ッ
カ
ー
』
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

け
ん
　
…
健
康
診
断
の
こ
と

◎�

毎
年
実
施
し
て
い
る
40
〜
74
歳
を
対
象

と
し
た
特
定
検
診
を
本
年
度
も
6
・
7
・

9
・
11
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
併
せ

て
若
年
検
診
（
30
〜
39
歳
）
後
期
高
齢
者

検
診
（
75
歳
以
上
）
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
度
か
ら
、
村
で
行
う
健
康
診
断
の
受
診

者
全
員
に
心
電
図
検
診
を
無
料
で
実
施
し

ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
5
月
頃
に
案
内

文
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
全
員
の
方

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

人
間
ド
ッ
ク
（
上
限
2
万
円
）・
脳
ド
ッ
ク

（
上
限
1
万
円
）の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
受
診
結
果

と
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
受

診
後
に
住
民
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
等
で
、

定
期
的
に
大
北
地
域
の
医
療
機
関
で
血
液

検
査
を
実
施
し
て
い
る
方
は
、
医
療
機
関

が
検
査
結
果
を
村
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
特
定
健
診
を
受
診
し
た
と
み
な
す
「
検

査
結
果
提
出
代
行
制
度
」
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。
該
当
医
療
機
関
が
限
ら
れ
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　�

健
康
診
断
を
毎
年
受
け
て
、
か
ら
だ
か
ら

の
S
O
S
を
早
め
に
発
見
し
ま
し
ょ
う
!!

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

お問合せ　白馬村役場　住民課　住民係　電話：0261-85-0715
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特
定
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
販
売
さ
れ
た
バ
ス

マ
ッ
ト
、コ
ー
ス
タ
ー
等
の
珪
藻
土
製
品
中
に
、

基
準（
0.1
％
）を
超
え
る
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

対
象
の
商
品
等
に
つ
い
て
は
製
造
メ
ー

カ
ー
・
販
売
店
等
で
回
収
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
み
等
で
廃
棄
し
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○�

バ
ス
マ
ッ
ト
や
コ
ー
ス
タ
ー
等
を
通
常
の

使
い
方
で
使
用
し
て
い
る
限
り
は
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
が
飛
散
す
る
恐
れ
は
な
く
、

健
康
上
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
削
っ
た
り
割
っ
た
り
し

た
場
合
に
は
、
飛
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
削
っ
た
り
割
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○�

も
し
す
で
に
破
砕
し
て
い
る
な
ど
で
心
配

な
場
合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
、
テ
ー

プ
等
で
し
っ
か
り
封
を
し
て
、
回
収
ま
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

メ
ー
カ
ー
等
が
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
み

等
で
廃
棄
し
た
り
、
メ
ー
カ
ー
指
定
の
方

法
以
外
で
返
送
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
石
綿
対
策
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
先
】　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
省
の
問
合
せ
先

（
平
日
　
10
時�

〜
16
時
）

☎
０
３
‐
６
８
１
２
‐
７
８
０
８

〈
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
含
有
品
の

�

対
象
メ
ー
カ
ー
等
問
合
せ
先
〉

※�
受
付
時
間
が
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
順
不
同
）

・
株
式
会
社
　
堀
木
工
所

	

（
大
阪
府
貝
塚
市
二
色
南
町
５
‐
３
）

��（
お
問
合
せ
先
）

	

☎
０
１
２
０
‐
０
０
１
‐
９
３
７

・
株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ

��（
埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
２
番
１
号
）

��（
お
客
様
相
談
室
）

	

☎
０
１
２
０
‐
６
５
９
‐
３
３
７

・
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

��（
北
海
道
札
幌
市
北
区
新
琴
似
七
条
一
丁
目
２
番
39
号
）

��（
お
客
様
相
談
室
）

	

☎
０
１
２
０
‐
２
０
９
‐
９
９
３

・
株
式
会
社
ワ
ッ
ツ

��（
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
城
見
１
‐
４
‐
７
０
）

��（
お
問
合
せ
先
）

	

☎
０
６
‐
４
７
９
２
‐
３
２
８
１

・�am
azon.co.jp

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

に
お
け
る
出
品
者
（
Ｋ
Ｍ
Ｊ
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
）

　�

対
象
製
品
に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い
て
は
、

購
入
元
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

エ
イ
ベ
ク
ト
株
式
会
社

��（
鳥
取
県
米
子
市
旗
ヶ
崎
6
丁
目
３
‐
11
）

��（
お
問
合
せ
先
）

	

☎
０
８
５
９
‐
２
１
‐
４
３
６
７

・
不
二
貿
易
株
式
会
社

��（
福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
大
字
安
瀬
64
‐
36
）

��（
お
問
合
せ
先
）

	

☎
０
１
２
０
‐
１
１
５
‐
６
６
８

販
売
先

・
株
式
会
社
ヤ
マ
ダ
電
機

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
‐
１
８
１

・
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

購
入
店
舗
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

・
株
式
会
社
グ
ッ
デ
イ

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

☎
０
９
２
‐
６
９
１
‐
５
６
６
６

・
株
式
会
社
イ
ズ
ミ

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

☎
０
１
２
０
‐
６
６
４
‐
６
８
７

・
株
式
会
社
三
喜

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

購
入
店
舗
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

・
株
式
会
社
ハ
ン
ズ
マ
ン

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

☎
０
９
８
６
‐
３
８
‐
０
８
４
７

・
株
式
会
社
ル
ー
ム
プ
ラ
ス

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

��

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：info@

room
plus.co.jp

・
株
式
会
社
し
ま
む
ら

��（
お
問
合
せ
窓
口
）

	

☎
０
１
２
０
‐
５
４
２
‐
５
４
３

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）含
有
バ
ス
マ
ッ
ト
等
の
扱
い
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　住民課　環境衛生係　電話：0261-85-0715
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野
焼
き
・
火
入
れ
に
注
意
！！
　

令
和
３
年
度
春
の
山
火
事
予
防
運
動

お問合せ　白馬村役場　農政課農政係　 電話：0261-85-0766　北アルプス広域 北部消防署　電話：0261-72-0119

春
先
に
か
け
て
、害
虫
駆
除
等
の
た
め
、

水
田
畑
の
畦
畔
等
を
野
焼
き
す
る
こ
と（
火

入
れ
）が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、火

入
れ
を
す
る
と
き
、森
林
ま
た
は
森
林
の
周

囲
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
あ
る
原

野
、田
畑
、荒
廃
地
そ
の
他
の
土
地
で
、そ

の
土
地
に
あ
る
立
木
竹
や
雑
草
等
を
焼
却

す
る
場
合
に
は
、事
前
に
火
入
れ
の
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。

許
可
申
請
は
、火
入
れ
を
開
始
す
る
日
の

7
日
前
ま
で
に
白
馬
村
役
場
農
政
課
林
務

係
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、周
辺

の
家
屋
、山
林
、原
野
等
に
延
焼
し
、火
災

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
消
火
に
必
要
な
人

員
と
器
具
等
を
準
備
し
、
十
分
注
意
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
農
政
課
若

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

火
入
れ
の
許
可
が
で
き
る
の
は
、　
　
　

次
の
場
合
に
限
り
ま
す

・
造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら
え

・
開
墾
準
備

・
害
虫
駆
除

・
焼
畑

・
採
草
地
の
改
良

火
入
れ
中
に
次
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た

場
合
に
は
、速
や
か
に
中
止
、消
火
し
て
く

だ
さ
い

・�

風
勢
等
に
よ
っ
て
他
に
延
焼
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・�

強
風
注
意
報
ま
た
は
乾
燥
注
意
報
が
発
表

さ
れ
た
場
合

・�
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

刈
り
取
っ
た
草
等
を
一
箇
所
に
山
積
み

に
し
て
焼
却
を
行
う
場
合
は
、法
や
条
例
で

い
う「
火
入
れ
」に
は
該
当
し
な
い
た
め
、

火
入
れ
許
可
の
申
請
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、誤
報
な
ど
を
防
ぐ
た
め
消
防
署
へ「
火

災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」の
提
出

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域�

北
部
消
防
署
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
は
、

春
の
山
火
事
予
防
運
動
の
重
点
期
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
乾
燥
状
態
が

続
い
て
い
る
こ
と
と
強
風
が
吹
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、全
国
で
大
規
模
な
山
林

火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

森
林
内
及
び
周
辺
の
農
地
の
作
業
を

す
る
方
、ハ
イ
カ
ー
等
の
入
山
者
の
方
、

一
般
村
民
や
小
中
学
生
の
皆
様
も
、次

の
事
項
に
充
分
注
意
し
て
、山
火
事
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）��

枯
れ
草
等
が
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、た
き
火
を

し
な
い
こ
と

（
2
）��

た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、使
用
後
は
完
全

に
消
火
す
る
こ
と

（
3
）��

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、た
き

火
、火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

（
4
）��
火
入
れ
を
行
う
際
、村
長
の
許
可

を
必
ず
受
け
る
と
と
も
に
、あ
ら

か
じ
め
必
要
な
防
火
設
備
を
す

る
こ
と

（
5
）��

タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、吸
殻
は
必
ず
消
す
と
と

も
に
、投
げ
捨
て
は
し
な
い
こ
と

（
6
）��

火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
、さ
せ
な

い
こ
と
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白
馬
中
学
校
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

お問合せ・申込み：白馬中学校　教頭　電話：0261-72-2026　FAX 0261-72-4863　E-mail：hakubac@janis.or.jp

　
白
馬
中
学
校
で
は
、学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。令

和
2
年
度
も
、放
課
後
数
学
学
習
に
は
、63

名
の
生
徒
が
参
加
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、楽
し
く
学
習
を
進
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、「
英
会
話
」、「
信
毎『
斜
面
』

書
き
写
し
添
削
」、「
朝
読
書
読
み
聞
か
せ
」、

「
白
馬
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ（
茶
道
）」も
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、継
続
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、生
徒
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、以
下
の
講
座
で
、学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
追
加
募
集
し
ま
す
。ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
課
後
学
習
講
師（
数
学
）

□�

授
業
で
理
解
が
不
十
分
な
点
な
ど
の
補

充
学
習
を
実
施
し
ま
す
。プ
リ
ン
ト
は
学

校
で
準
備
し
ま
す
。生
徒
の
質
問
に
答
え
、

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

月
2
回（
基
本
：
第
1
・
3
水
曜
日
の
放
課

後�

15
時
〜
16
時
30
分
）

　�
現
在
6
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
支

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

書
き
写
し
添
削（
信
毎「
斜
面
」）

□�

生
徒
は
信
濃
毎
日
新
聞
の「
斜
面
」を
専

用
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、感
想
を
書
い
て

提
出
し
て
き
ま
す
。書
き
写
し
の
間
違
い

を
添
削
し
、コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■�

月
2
回（
基
本
：
第
1
・
3
水
曜
日
の�

9

時
〜
12
時
）

　�

ご
都
合
の
つ
く
時
間
帯
で
結
構
で
す
。現

在
8
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
学
習
講
師（
英
会
話
）

〜
一
緒
に
学
び
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
!
〜

□�

白
馬
中
A
L
T
が
中
心
に
な
り
、机
も

イ
ス
も
筆
記
用
具
も
な
い
環
境
で
、学
年

の
枠
を
越
え
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

英
会
話
を
学
び
ま
す
。生
徒
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。

■�

年
間
6
回
程
度（
基
本
：
隔
月
最
終
水
曜

日
の
放
課
後�

15
時
〜
16
時
）

読
み
聞
か
せ
講
師（
朝
読
書
）

□�

各
教
室
で
、生
徒
約
35
名
に
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。読
み
聞
か
せ
の

ス
タ
イ
ル
は
お
任
せ
し
ま
す
。

■�

年
間
1
〜
2
回（
読
書
週
間
期
間
5
月
・

10
月
の
朝�

8
時
20
分
〜
8
時
35
分
）

1�

　
白
馬
中
学
校
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
込
書（
中

学
校
に
あ
り
ま
す
）に
記
入
し
、

提
出
く
だ
さ
い

　
※�

直
接
学
校
へ
お
越
し
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
し
、電

話
、F
A
X
、メ
ー
ル
で
も

結
構
で
す

　
※�

申
込
み
期
限
　
令
和
3
年

4
月
27
日（
火
曜
日
）

　
　�（
年
度
当
初
の
発
足
に
向
け

て
の
締
め
切
り
日
で
あ
り
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

2�

　
発
足
会
を
後
日
あ
ら
た
め

て
ご
案
内
し
白
馬
中
学
校
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
委

嘱
し
ま
す

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

申
込
み
方
法
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大
北
地
域
企
業
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

「
ヒ
ノ
マ
ル
ソ
ウ
ル
」5
月
7
日
公
開
！

令
和
４
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
方
及
び
既
卒
者
、

I
・
U
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
、大
北
地
域
の
企
業
が
集
ま
る
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

製
造
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
大
北
地
域
内
の
企
業
人
事
担
当
者
と
直

接
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
催
日
：
令
和
３
年
５
月
６
日（
木
曜
日
）

受
　
付
：
午
前
11
時
45
分
〜

説
明
会
：
午
後
12
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
　
所
：
大
北
地
域
開
発
農
協
会
館
ア
プ
ロ
ー
ド

　
　
　��

大
町
市
大
町
光
明
寺
３
０
９
１
‐
１（
JR
大
糸
線
　
信
濃
大
町
駅
よ

り
徒
歩
５
分
）

映
画「
ヒ
ノ
マ
ル
ソ
ウ
ル
〜
舞
台
裏
の
英
雄
た
ち
〜
」が
、5
月
7
日
に
全
国

公
開
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、1
9
9
8
年
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
団
体
戦
で

日
本
チ
ー
ム
が
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
裏
で
、25
人
の
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
活
躍
を
映
画
化
し
た
も
の
。

昨
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け

て
約
1
か
月
間
白
馬
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
な
ど
で
撮
影
が
行
わ

れ
、多
く
の
村
民
か
ら
エ
キ
ス

ト
ラ
や
撮
影
場
所
と
し
て
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
演
は
田
中
圭
、監
督
は
飯

塚
健
。

金
メ
ダ
ル
に
隠
さ
れ
た
感
動

の
物
語
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お問合せ先 : ハローワーク大町　職業相談部門　電話：0261-22-0340
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図書館だより
No.233

令和3年4月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名

あなたの２４時間はどこへ消えるのか スワン
図解はじめて学ぶみんなのビジネス ララ・ブライアンほか
続くお弁当 夏梅 美智子
庭木の「困った！」解決ナビ 船越　亮二
るるぶシルバニアファミリー
新しい体幹の教科書 林　英祐・柴　雅仁
イグジット 相場 英雄
擬傷の鳥はつかまらない 荻堂　顕

書　　名 著者名
細菌ラボ リチャード・プラット
Ｎｏ．１きれい運がよくなる整理整とん＆おそうじｌｅｓｓｏｎ おさよさん〔監修〕
でんごんゲーム 宮下　すずか

かいじゅうごっこ／
ルーシー・カズンズ〔作〕

雪ダルマは生きている／
ティエリー・デデュー〔文と絵〕

かいじゅうごっこ、好き？でも、かぞ
くがかいじゅうになっちゃったら、
たいへん！！

雪ダルマは　ほかのだれよりも　あそび
上手。でも、だんだん暖かくなると、元気が
なくなってきて・・・。いのちと水の循環を
描いた絵本。

【一般】

【絵本・児童書】

図書の貸し出しを希望されるかたは、現住所の確認ができる身分証明書（免許証、保険
証等）を持参し、窓口にて、「図書館図書等貸出申込書」をご記入ください。（小学生以下
の方は、保護者同伴のうえ、保護者の身分証明書をご提示ください。）カード発行には、
やむをえず、お時間をいただく場合があります。時間に余裕をもって、お申し込みいた
だきますよう、お願い申し上げます。
・ＤＶＤ・ＣＤソフトは、一人３点まで３週間館外貸出できます（図書と合わせて一人
１０点まで）。貸出には、図書館の利用者カードが必要です。

ー図書館利用案内ー 利用者カード〈見本〉

月 火 水 木 金 土 日
4月26日 4月27日 4月28日 4月29日 4月30日 5月1日 5月2日
5月3日 5月4日 5月5日 5月6日 5月7日 5月8日 5月9日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】
！インターネットおよび館内検索用パソコンからの予約をされるかたは、最初に、「新規パスワード登録」の画面
上の案内にしたがって、手続きしてください。詳しくは、図書館へお問合せください。
！窓口での「予約図書申込書」による予約も受け付けておりますので、ご利用ください。

― 新着案内 ―
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４月～５月　保健ガイド
16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

4月25日 日 しんたにクリニック 柿下クリニック 平林メンタルクリニックオクハラデンタルクリニック 大町市 （0261）23-0500 フジノヤ薬局
4月29日 木 白馬診療所 遠藤内科医院 あづみ病院 あづみ野歯科 松川村 （0261）62-2332 フジノヤ薬局
5月  2日 日 横沢医院 最上整形外科クリニック 近藤医院 いいざわ歯科医院 大町市 （0261）23-7050 白馬アップル薬局
5月  3日 月 栗田医院 菊地クリニック 西森整形外科 小谷歯科医院 小谷村 （0261）82-2762 太田薬局
5月  4日 火 神城醫院 小野医院 太田医院 市立大町総合病院 大町市 （0261）22-0415 フジノヤ薬局
5月  5日 水 白馬診療所 平林医院 松本クリニック 小田切歯科医院 池田町 （0261）62-3134 フジノヤ薬局
5月  9日 日 しんたにクリニック 横澤内科医院 あづみ病院 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 フジノヤ薬局
5月16日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院せりざわクリニック 岡江歯科医院 松川村 （0261）62-9888 ―

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

4月28日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています5月14日（金）
5月21日（金） 麻しん風しん予防接種 （年長組児）　個別にご案内しています
5月28日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

■ 子育て支援ルーム
※ 現在、支援ルームの開室は自由利用となっています。新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事も

ありますので、ご不明な点がある時には、子育て支援ルーム ( ☎ 0261-72-3025) までお問合せください。
　白馬村子育て支援アプリ “ 母子モ ” にも掲載します。
◎支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。
　入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
＊月曜育児相談は今年度も完全予約制で行います。（ふれあいセンター１階）
　日程・予約等は子育て支援課 保健師 ( ☎ 0261-85-8101) 迄お問合せください。

〈 4月号 〉

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

4月21日（水） もぐもぐ相談 2020年8月～10月4日生
4月26日（月） PT（理学療法士）相談 予約制
4月27日（火） あそびの教室ほっぷ① 2018年12月～2019年3月生
5月10日（月） 育児、母乳相談・マタニティ相談 予約制
5月12日（水） 乳児健診 2020年12月、2020年6月生
5月13日（木） よちよち相談 2020年1月～２月生
5月19日（水） 1歳半健診 2019年8月20日～2019年10月生
5月25日（火） 2か月育児相談 2021年3月生
5月26日（水） あそびの教室ほっぷ② 2018年12月～2019年3月生
5月31日（月） PT（理学療法士）相談 予約制

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

5月13日（木） 13：00～15：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター２階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

６月１日（火） 13：00～16：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター２階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※６月１日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。
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人口：8,556 人　男：4,273 人　女：4,283 人　世帯数：3,998 世帯
（令和 3年 4月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

4
2021
vol.535

編集後記
新年度が始まりました。新型コロナウイルス感染症の世界的流行が始まってから、2回目の春を迎えます。
全国を対象とした「緊急事態宣言」が発令されたのが、ちょうど一年前の今頃でした。春の恒例イベントを今
までのように実施するには、まだ時期が早いようですが、5月頃より高齢者へのワクチン接種が開始される見
込みです。詳しくは、今月号2ページをご確認ください。� (広報編集担当：太田)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

聖火リレートーチを見学

東京2020オリンピック・パラリンピック聖火リ
レートーチ展示が3月12日に町立文化の家図書館
で行われ、多くの人がトーチを見学に訪れました。
静岡県では、6月23日から6月25日にかけて県内
を聖火が巡ります。
静岡県は自転車競技の開催地となっており、伊
豆半島では伊豆市の開催会場で熱い戦いが繰り広
げられます。

レッドコード腰痛予防教室

「梛」において、レッドコード腰痛予防教室を開
催しました。
これは、「レッドコード体験教室」の応用的な教
室となっており、特におなかや腰回りの筋肉を鍛
えることで、腰痛を予防します。
参加者の方は、「運動後、体が軽くなった感じが
する。できることなら継続していきたい。」と話し
ていました。

展示されているリレートーチを見学する親子
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